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2020年 3月 

 最終例会(3/26) 

 奉仕の理想のもとに集いしロータリアンの皆さん、こんにちは。 

前回、当クラブ初のオンライン例会を開催しましたが、新潟県内特に新潟市内における更なる

諸事情を考慮し、今回もオンライン例会という形で開催させていただきます。 

また、急遽作成したオンライン例会なので他クラブの方の為のメイクアップ体制がとれており

ません。そこで、私がオンライン例会運営方法を参考にした 2720 Japan O.K.ロータリー Eクラ

ブ のURLを会長挨拶下部に掲載しますので、他クラブの方はそちらでのメイクアップを推奨い

たします。先方のクラブからのご了承も頂いておりますし、スマホでのメイクアップはもちろん

レポートのFAX手書き投稿にも対応されているそうです。 

4月からの例会開催方法については本日理事会のみ行いますので、その場で協議し会員皆さんに

お伝えします。どうかこういった事情をご理解頂き、今しばらくお待ちください。 

 

本日は、日本で2番目に出来た大阪RCの歴史をご紹介します。 

 三井物産副支配人に昇進していた福島喜三次は、1921年4月、東京RCの例会にほとんど出席で

きないまま、転勤で大阪に赴任しました。福島はここで関西財界の星野行則氏とロータリーにつ

いて話し合う機会があり、関西財界でもロータリーへの関心が高まってきました。 

そんな1922年、日本から英米訪問実業団が派遣され、その一員として渡米した星野行則がシカ

ゴまで足を延ばしRIのチェスリー・ペリー事務総長を訪ね、そこでロータリーに関する様々な教

えを直接受けました。この年はL.A.国際大会が開催され、1910年以来の国際RC連合会からRIへ

機構・名称が改められ、標準定款・推奨細則も出来たばかりの年であったので、ロータリーとし

ての最新の情報を伝授されたことになります。 

この時、RIから大阪にRCを設立する全権を委嘱された星野は、福島と共に創立準備を進め、

1922年11月17日に中之島大阪ホテルに集まったチャーターメンバー25名によって創立総会が開催

され、会長に星野行則、副会長に村田省三、幹事には福島喜三次が選ばれました。翌1923年2月

10日にRIから加盟認証を受けましたが、登録番号1349で、先週ご紹介した東京RC認証から僅か2

年の間に全世界でRCが500増えたのは驚きです。 

 余談ですが、シカゴの直接指導で創立した東京 RCにはスポンサークラブがありませんし、大阪

RC のスポンサーが東京 RC であるという説も誤りです。大阪 RC もシカゴ RI の直接指導によっ

て成立したクラブなので、スポンサークラブも特別代表も存在しませんでした。 

次回はこの東西 2つの RCの特徴をご紹介します。本日もよろしくお願い致します。 

 

メイクアップご希望の方→2720 Japan O.K.ロータリー Eクラブ：https://ok2720eclub.jp 
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